
自他の生命と人権を尊重し ねばり強くたくましい、心豊かな生徒の育成 

   み → 自ら学ぶ生徒      な → 仲間と学び合う生徒 

   み → 認め合い支え合う生徒  が → がんばり努力する生徒 

   お → 己を大切にできる生徒  か → 体と心を鍛える生徒 

 

１年生キャリア教育講演会11/1 

・私は栄養士の仕事は「献立を考える」だけだと思っていました。学校給食基

準に合わせて食文化や塩分などを考えてくれて、ありがたいと思いました。 

・○○さんはずっと栄養士が夢なのかと思いました。英語という全く別の夢を

小さなきっかけで一転させたのはすごいと思いました。私も将来夢が変わる

ことがあるかもと、少しワクワクしました。 

・自分たちが普段食べている身近なお菓子の裏側がこんなに 

深いんだなと思った。工場でお菓子を作るだけでなくいく 

つかのグループに分かれ人事などがあって成り立っているんだなと思った。 

・好きを仕事にできなかったからといって悪くない。ということに心を打たれ

ました。将来失敗してもこの言葉で他にもチャレンジ。 

  

 

 

 

 

★家の方と一緒に読んでください 

 

 

 
 
 

              今年度は、２名の講師の方から対面での講演をしていただきました。 
                             生徒たちのふりかえり、感想文の一部を紹介します。 
                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 生徒たちは講演を聞きながら熱心にメモを取り、未来の自分の姿を思い描いていたようです。             

 

                    

 

今年度はこれまで５月８日、６月５日、８月 

１７日に実施されてきました。 
今回は情報モラルワークショップ、各中学 

校区におけるいじめ根絶運動の活動報告、 
中学校区別協議が行われました。各小中学校ＰＴＡ代表と教員、地域の方々も参加して論議を深め、児

童生徒、教員、保護者及び地域の方々の共通理解を図るとともに、いじめを生まない学校域風土の醸成
へとつながる協議が行われました。 

 
                                今年度は、講師に助産師の○○○○さんをお招きして、対面での 

講演をしていただきました。テーマは「青少年のエイズ・性感染症に 
ついて」専門的な知見からの具体的な内容のお話しをいただきまし 

た。現代は様々な情報が飛び交っています。正しい知識の習得が 
「自他の生命と人権を大切にする」ことにつながることを学びました。 

 

令和４年度 第１１号 

令和４年１１月２８日 

秦野市立南が丘中学校 

自ら学び、仲間
と学び合う。 

 

秦野市学校給食センター
栄養士 ○○○○ さん 

(株)不二家秦野工場  
総務‣人事課 ○○○○ さん 

第４回いじめを考える児童生徒委員会11/6 

２年生性教育講演会11/8 



＜保護者の皆さまへ＞・・・心豊かで、たくましい こども達の成長を願って・・・  
 
 １１月は３年生の期末テストから始まり、１，２年生の期末テスト、３年生三者面談など皆様からのご支

援とご協力のもと、安心安全で充実した学校生活を送ることができました。今後も生徒たちの学びを深

めるための環境を皆さまと共に創りだして参りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

図書室からの画像配信  教室で視聴 

実験・体験を通して学ぶ  タブレットを使って学ぶ  社会貢献を通して学ぶ  

 
 

                              今年度は横浜国立大学教育学部附属横浜中学校の○○○○教諭をお
招きして、２年３組での焦点授業をしていただきました。生徒のみなさんも

初対面で緊張もありましたが、「社会参画の意義」を理解し、自分にでき
ることを考えようという目標で、前向きに授業に取り組んでいました。 

                              まずは自分の社会活動に関わった経験を思い出し、考えを班で共有す
る。学級全体で共有することで、自己を見つめ、広い視野から多面的、多 

角的に考えを深めていきました。   （２年３組のみなさんご協力ありがとうございました。） 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

  
 

 
 
 

 
 
 

１１月１４日（月）６校時、選挙管理委員の運営で、図書室と各教室 

をモニターでつなぎ、立会演説会が行われました。８日（火）、９日（水） 
の昼食時には、各候補者からの選挙放送が行われました。 

今年度は立候補者が定数であったので投票は行われませんでした。 
  どの候補者からも、これまでの先輩たちが築いてきた南が丘中学 

校の伝統を、更により良いものにしていきたいという思いが込められ 
た演説内容でした。「出来るだけ多くの生徒たちの意見を取り入れて 

いきたい。」「コロナ前の翔丘祭に戻れるようにしていきたい。」 
  これまで頑張ってきた３年生の後ろ姿が１，２年生たちの励みとなっていることを感じました。 
 

この学校だよりは、カラー版で秦野市立南が丘中学校ＨＰにアップしてあります。ご覧ください。 

南が丘中の伝統と歴史

をつなぎ、新生へ‼ 

考え議論する道徳（焦点授業）11/17 


